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は じ め に
本 稿 は チ ャール ズ ･ウ ェ ソ トワー ス ･デ ィル ク1)(1789-1864)の剰 余価侶 論
1) 未稀が扱う素材は次のものである.TheSnurreandRの抑eゐ offhL,NatlonLJDz#LmltZeS,
deductedfyvm Prz叫 IeSqfPolZtZCaZEconm y,lnaLettertoLo7d John Rassel.

















48 (158) 第125巻 第3号
について考察 しようとするものであるO彼はいわゆる1)カ-ディアン ･ソーソ
ヤリス トの1人で.P.レイヴンス トーン,T.ホジスキソ尊 とともに, ｢資本
家社会の自由主義的批判｣を行なったものとして位置づけ られている｡ この点
で彼 らは,同じくl)カ-ディアン･ソーシャリス トと言われる人々の中でも,
｢協同組合主義者｣(C.ホール,W タムスン,J グレイ,T R.- ドモンズ ,
J･F.プレイ) らと区別される｡その相異点は ｢臨同組合主義者｣ たちが, 質
本家社会の弊害に対 してそれを克服するものとしてポリティグに協同J阻合を担















｡彼は鉄道を憎み,- -177,クチ t･ラー を嫌っている｡｣ (p75)彼は1864年B月10日,_育
理愛好家として捜した｡ Memolr ln771ePaPer50faC7-t7C,VoII,opclt,pp l191
をいただいた｡吉己してお礼といたします｡
2) これまでのディルクにかんする諸研究を挙げれば次の通り｡MaxBeer,Hzsto7 0fBrEtLSh
SocEaliSm JUOII,pp 245-50,1919｡大島訳 『イギリス社会主義史』岩波文庫肖第8毒第1軌
鎌田武治『古典経済学と初期社会主義』未来社,1968年,第1篇第1恵 蛇原良一『古典派資本
蓄群論の発展と労働者階級』法政大学出版局1974年｡







等)に共通のことであるO この剰余>j5働を資本がわが ものにすること, ここに
｢資本の歴史的必然性｣を理解する鍵があるO剰余労働あるいは剰余価値の量
が問題 とな りうるのは, この資本が支配する社会形態 こそが,今までのどの社











































Ⅰ 剰 余 価 値 論
1 A.スミスの剰余価値論
スミスはまず,利潤の ｢源泉 Quele｣ が 労働であることを次のように言っ
ているO
｢資財が特定の人々の手に蓄積されるや否や.彼らのなかのある著は,勤勉






























52 (162) 第 125巻 貨 3号
叙上のようにス ミスは,利潤を ｢追加価値｣ として把撞し,そしてこの点に
｢剰余価値の起原｣についての認識があるのだが,同時に彼は, この ｢追加価
値｣を ｢控除 deductlOn｣ として示 している｡すなわち,彼はそれを,原料に

























9) ZbLd,p 58 同 221-2ペー/+/｡
ディJL,クの剰余価値論 (上) (163) 53
なぜ ｢控除｣ され るのか, この こ とは 自明の前提 とされ てい る｡ す な わ ち,
｢控除｣ の権利名義 は歴 史的事実 として もちこまれ てい るだけであ って,説 明
され てはい ないO つ ま りそれ は法 律的 には根拠 が あ るが,経 済的 に根拠 あ るも
の として説 明 され てはい ない10㌧
だが, 同 じス ミスは,既 に述 べた よ うに, この ｢睡除｣ が,労働者 の貿銀 に
対 す る等価 を与 えるだけの労働量 を超 えて労働者が原料 に付 加す る労働部分か
らのみ成 り立 ち うる,従 って労働者 の労働 の不払部 分た る剰 余労働 だけか ら成
り立 ち うる, と明確 に把握 していた｡ 必要 労働 を越 えて行 なわれ る労働 -剰余
労働 として剰余価値 を示 す こ と, この ことが ｢剰余価値 の起原｣ の認 識に とっ
て決定的に重要 なの であ る｡ この ｢剰 余価値 の起原｣ を認識 した こと, ここに
ス ミスの リカー ド,/に対 す る優位 が あ るの であ る⊥1)O






























って,剰余価値すなわち剰余労働を ｢一般的範噂｣ として把握 している｡ とい
うのは,剰余価値は,資本のうち労賃に投下された部分からのみ発生するので
あり, この部分すなわち可変資本 との関連において剰余価値が捉えられている
か らである (｢剰余価値の源泉｣ としての可変資本)0
だが しかし,彼はこの剰余佃値そのもC')を独自の範晴として,利潤や地代な
ての剰余価値を,その特殊な一形態たる利潤 と混同するのであるo彼は次のよ
うに言っているO ｢雇主が前払いした原料と賃銀 との全資財に対する利潤｣ と｡
ここでは彼は,企業者が手に入れる超過分を,資木のうち労賃に投下された


























カー ドゥである｡そして この点に.)カー ドクのス ミスに対する優位があるので
ある｡ これを以下に考察しよう｡



















14) D RICardo,OTLtheP71'lCIPlesof PulLtLCalE coILOrlyarZd 7TaJatlDrL,1nThe/









をのこしなが ら,事実上 1)カ ドヮは商品と交換されるものは労働ではなく
商品たる 『労働力』であるということ-それだからこそ, 『労働』 (じつは
『労働力商品』)の価値はそれを 生産するに要した労働量の増減によって増
減するわけ-杏.ス ミスより明確にとらえています ･｡｣15)
















KabltEZ,一少 ciL.SS 23〔ト1.前掲書 (2)383-5ページ参照)｡この問題睦について-ルクスは/
ディルクの剰余価侶論 (上) (167)57
剰余価値は ｢労働の価値｣の再生産を行なう労働 (-必要労働)を超 えて行な




う形態をとって現われることをo ここに ｢剰余価値の起原｣ あるいは ｢剰余価
値の存在理由 ralSOnd'etre｣を問 う-枢要点がある0)であるoそれは,必要労
働 と剰余労働との対抗性であるか ぎりにおいて,階級関係一般の成立-発生を
語 り出すもの であり,その剰余労働を資本が街有するか ぎりにおいて, とりわ
け資本 ･賃労働関係の成立-発生を語 りだす ものである17)0



















58 (168) 第125巻 第 3号











要約 しよう｡ リカードクは労働 日を一定の大きさとみなして. 剰 余価 値-














点については羽鳥『基本問題』未来社263-4ペ ージ｡K Marx.77LeOrten uberdenMehrwert,
26TT,Dlefz1967SS 37516 『剰余栃値学説史(51』国民文庫272ペ ゾ参照.



















あるいは ｢かれ 自身および家族の維持 と安楽とのためにのみ所有されるもの｣







20) C.W Dlke,Remedy,oP･dt,pp2-3.前掲書6617ペ ジー参照.
21) Zbid,pp 3-4 同 67ベ-リ0
22) ディルクはリカー トゥに従って自然賃鮭を次のように言っている.｢1)カー ドゥ氏自身の理/
60 (170) 第125巻 第3号







そして ｢資本の所有者｣は,この資太の使用に対 して, ｢他人の剰余労働｣
- ｢利子｣を受けとる｡
ここで論証しようとすることは次の2点である｡















持させるにちょうど充分なだけである｡｣ Iba ,p 22footnote.同83べ-/.
23) ZbT-d,p 25 同 85ページ｡
24) Zbzd,p 23 同82ページ.
ディルクの剰余価値論 (上) (171) 61
て把握することはなかった｡ス ミスは ｢追加価値｣ として剰余価値をその一般
的な形態において把瞳 したが,それは同時に総資本に関連 して把握され(利潤),
更に利潤率の均等化のメカニズムに媒介された平均利潤 として把超されたので





彼はこれを,特殊な諸形態か ら区別することを明言 したのである｡ この点にデ
ィルクの,ス ミスおよび リカー ドゥに対する理論的優位を認めることができる

























余労働はなん ら存在 しないであろうし,従 って資本 として蓄積することの許







由融して, この 1年を他の物の生産,たとえば ｢榛概装置の組立て｣等に充用
するのである28).
つま りここでは,剰余価値が必要労働を超えて行なわれる剰余労働 として把
捉 され,そしてこの剰余労働が必要労働 との対抗性において把握 されることに
よって,階級関係の成立-発生そのものが語 り出されているのである｡必要労
働を超えて行なわれる労働時間の延長すなわ ち剰余労働は, この意味において,
奴隷制社会に も農奴制社会に も貫通 しているのである｡その剰余労働を領有す































｢私は,これらの著述家たち 〔経済学者たち〕が lEl12時間で 1週間に6日
間,生圧を通じて穴を掘ることを選ぶか,あるいは1日6時間で1週間に3
日間,20歳から50歳まで穴を掘ることを選ぶかどうか,尋ねたい｡労働,す















をはるかに超過 していた H o｣31)
このように彼は主張して,当時の労働者がいかに貧困で惨めな生活を送って
いるかiJ次の上うに描き出すのであるO




である｡ もちろん,もし農民の労働が現在, 『キ l)ス ト復活祭に トランプを
一番やるか,あるいは祭日に九柱戯 という遊びをやる』ことに使用されるな
らば,彼は手におえない,かつ,つまらない者と見なされるであろうo｣82)
現代 という時代は,祭 日を も労働時間に転化することによって,労働者の全
生活時間を労働時間に,従って労働者を賃労働者に,寺舌動する個人をたんなる
労働者に転化させるのであるO




haunの A` 717VatZ∫eOntheWealth,Power,and Resou7TeSqfBrz如hEmi･zre,etc.'
(1814)から計算している｡それによれば,資本は ｢労働の価値の6倍を搾取している｡｣Zbzd,
pp 34-5_同92-3ベ ソー｡
32) 臓d,p.28同 87-8ペ ジー｡
ディルクの剰余価値論 (上) (175)65
依存しているo｣83)
｢〔燃料があま りに不足 しているので〕多 くのはあい彼 らは彼 らの食料 を 生
で食べなければならず,また彼 らの衣服は冬期月間には幾週間も連続 して,
これまでほとん ど乾いた ことがなかったoJ
｢伝染病が始まった とき,貧 しい者は多 くの土地で雑草を食べて生きていた｡
キルケニーの附近では彼 らは野バ ラの実,イラクサの菓および他の雑草を食
べていた｡ ･･･｣a4'
ディル クは当時uj労働者の惨状をこのように描 き出し,そこから彼の ｢救済
策｣を提示 しようとするoそれは資本蓄積を自然的コ-スに委ねることであ り,
従ってそれを阻害するもの としての ｢架空資本｣ と ｢穀物法｣ との廃止である｡
資本蓄積を自然的 ｢-スに委ねることによって,各資木家の受けとる剰余価値
テ イ ス H- ザ フ'h･
は零にな り, こうして万人が労働 しなけれはならず,同時に万人の自由処分可





34) Iba ,p_29 同89ペ-ジ｡これらの引用は『アイルラソドにおける貧者の疾病ならびに境遇
の状腰けこついて』かrJなされている｡
